
赤ちゃんから幼児期の音楽

中 野 正 以

・… ・・は じ め に … …

畜産関係の技師や研究者によると,「乳牛に音楽を聞かせると乳の出がよくなる」という。

牛は動物であるから耳(聴 覚)が ある。音楽 を聞けば快くなって,乳 をよく出すであろうこ

とは,私 達にも容易に納得出来る。このように音楽は,動 物の牛にさえよい効果を与えるので

あるから,人 間の乳幼児によい効果をもたらすであろうことは分明の理である。

1,赤 ち ゃん(乳 児)と 音楽

赤 ち ゃん に,美 しい音 楽 を聞 か せ る こ とは既 に,ヨ ー ロ ッパ で は,か な り一 般 的 にな っ て い

る よ うで あ るが,日 本 で は,未 だ一部 の話 題 に な って い るに過 ぎ な い。

「赤 ち ゃ ん に名 曲 を聞 か せ て何 が わか るか?」 とい う考 え 方 の 人 が 多 い よ う で あ るが,こ れ

は甚 だ認 議 不 足 と い うべ きで あ る。

生 ま れ た ばか りの,未 だ 目 も見 え な い赤 ち ゃ ん に,こ の世 で 最 も早 く備 わ る感 覚 は聴 覚(耳)

で あ る。 この こ と は最 早,一 般 的 に常 識 で あ る。

従 って,赤 ち ゃ ん を音 楽 的 環 境 に置 き,美 しい,よ い音 楽 を聞 か せ る こ とは頗 る プ ラ ス にな

る訳 で あ る 。

日本 で も数 十 年 前 か ら,こ の こと を肯 定 して力 説 して い る音 響 心 理 学 者 もい る 。

そ れ で は,赤 ち ゃ ん に適 す る,よ い音 楽 と は,具 体 的 に ど ん な音 楽 が 考 え られ る か?

そ れ は,赤 ち ゃん 用 で あ る か らと い って,保 育 の歌 や童 謡 唱 歌 で は な く,少 し高級 で も,

メ ロ デ ィの きれ い な,静 か で和 や か な感 じの器 楽 曲が よい の で あ る。

〔例 〕ハ イ ケ ン スの セ レナ ー デ 。愛 の喜 び(ク ラ イス ラー)。 弦 楽 セ レナ ー デ ～ ワ ル ツ(チ ャ イ コ フス キ ー)。

パ デ レフ ス キ ー の メ ヌ エ ッ ト。愛 の夢(リ ス ト)。 ア ン ダ ン テ ・カ ンタ ー ビ レ(チ ャ イ コ フス キ ー)。 天 使

の 夢(ル ビ ンシ テ イ ン)etc

2,幼 児期の音楽

将来の人間形成を期待するには,赤 ちゃんの時期だけで,こ のことを打ち切ってしまっては,

その効果は薄い。
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乳 児 期 に培 っ た この 習慣 を,幼 児 期 に も続 け るべ き であ る。少 な くと も,5才 ぐ らい ま で は

続 行 して欲 しい。 この方 面 の 識 者 も,0才 か ら5才 まで を主 張 して い る よ うで あ る。

慶 大 教 授 の林 医 学博 士 一 探 偵 小 説 家 で も あ る(木 々 高 太 郎)一 も,「3才 を中 心 に,0才 か

ら5才 ま で の問 に,高 級 の音 楽 に接 して置 くこ と は,そ の 人 が将 来,音 楽 家 に な るか 否 か の問

題 で は な く,音 楽 好 き に な る こ とに よっ て,心 の温 か い人 間 に な る こ とが 出来 る。 それ が 人 間

と して,ど ん な に大 切 な こと か,残 念 な が ら,今 の 日本 で は,ま だ理 解 さ れ て い な い。」 と嘆

いて お られ る,と い う。

幼 児期 に適 す る音 楽 も,当 然 器楽 曲 で あ っ て,赤 ちゃ ん用 の もの よ り規 模 も大 き く,メ ロ デ ィ

も華 麗 な もの,更 に,リ ズ ミック な も の を加 え て い くと よ い。

〔例 〕 ドリゴ の セ レナ ー デ。森 の 水車(ア イ レンベ ル ク)。 エ リーゼ の 為 に(べ 一 トーベ ン)。 乙 女 の祈 り(バ

ダ ジ ェ フ ス カ)(バ ダ ルチ ェ フス カ)。 カ ッコ ー ワル ツ(ヨ ナ ー ソ ン)。 小 鳥屋 の店(レ イ ク) 。 ピチ カ ー ト ・

ポ ル カ(シ ュ トラ ウス)。時 の踊 り(ポ ンキエ ル リ)。シ ョパ ンの ワル ツ 。白鳥 の湖(チ ャ イ コ フス キ ー) 。シュ ー

ベ ル トの セ レナ ー デ。 月 の光(ド ビュ ッシ ー) 。 ス ラブ舞 曲 ・第10番(ド ボ ルザ ー ク)etc

… … む す び に … …

t

も ち ろ ん,才 能 の 如何 が大 き く関 係 す るが,古 今 の大 音楽 家 を思 い浮 か べ て み る と
,そ の人

達 の 親 や 近 親,周 囲 に音 楽 家 が い る,所 謂"音 楽 家 の家 庭"に 育 っ た人 が 多 い 。

バ ッハ,ベ ー トーベ ン,モ ー ツア ル ト初 め,シ ュ トラ ウス,ク ラ ラ ・シュ ーマ ン,ウ ェー バ ー,

フ ッチ ー 二,ビ ゼ ー,ロ ッシ ーニ … … な ど枚 挙 に遑 な い。(も ち ろん 气 音楽 的 環 境 に乏 しい,

また は,そ れ の全 く無 い中 か ら出 現 して い る大 音楽 家 もい る)。

"M
useの 女 神 は万 人 の胸 に宿 る"の で あ る。 音楽 は音 楽 家 の専 用 物 で は な い。 人 は誰 で も

音楽 を愛 し,音 楽 好 き に なれ る の で あ る。 林 医 博 の 言 を再 現 して み よ う。

「乳 幼 児期 に
,よ い音 楽 を聞 か せ る こと は,そ の 人 が将 来,音 楽 家 に な る か否 かの 問題 で は

な く,音 楽 好 き に な る こ と に よ っ て,心 の 温 か い人 間 に な る こ とが 出来 る 。」 とい う こと で あ

る が,私 も 同感 で あ る。

両 親 が,こ の よ う な認 識 を以 て こ ど も を育 てれ ば,近 時,大 きな社 会 問題 と な って い る ,あ

の恐 しい,忌 ま わ しい"金 属 バ ッ ト事 件"や"祖 父 刺 殺"、"ピ ア ノ殺 人 ,"乳 幼 児 折 檻 死"な

ど の事 件 は起 こ ら な いで 済 ん だ で あ ろ う。

な お,本 稿 で は"よ い音楽 を 聞 か せ る こ と",す な わ ち,「 音 楽 鑑 賞」 を中心 に述 べ て きた が
,

赤 ち ゃ ん は別 と して,幼 児 が 幼稚 園,保 育 園 に行 く よう に な っ た ら,「 音楽 を す る こと」(Play)

の 面 も併 せ て 実 施 して欲 しい。

この こ と は,所 謂"お 稽 古 ごと"(ピ ア ノ,ヴ ァ イオ リ ン,オ ル ガ ン,箏 曲,三 絃 な ど の 器

楽 や 声楽 の 修 得)を させ る こ とで は な い。

単 純,幼 稚 で も よい か ら,簡 単 な楽 器 や有 り合 わ せ の も の で,両 親 と こ ど もが一 緒 に合 奏 し
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た り,リ ズ ム遊 び,う たの 唱 和 をす る こと で あ る 。 そ して,間 に テ ィー ・タ イム を設 けて談 笑

す る 。

これ が,一 家 団欒 と意 志 の疎 通 につ な が る。 斯 くす れ ば,将 来"親 子 の断 絶 な ど は起 こ る筈

が な い と想 う。

〔注〕赤 ちゃん(赤 ん坊)の 語 は元来,生 後間 もない,か らだに赤味のあることか らの発語 であるが,世

間一般 では乳 児 と同義に扱 っている ようである。本稿 では,こ とばのニ ュアンスか ら,乳 児に赤 ちゃんの

語を用 いた。
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